
正負の数の大小関係

鉄則１ 正の数と負の数なら必ず正の数の方が大きい

＋2， －7 → －7＜＋2

－3， ＋0.5 → －3＜＋0.5

＋4， 0，－1 → －1＜ 0 ＜＋4

－6.4，＋3.1, 0 → －6.4＜ 0 ＜＋3.1

鉄則２ 負の数どうしは数直線上で

－ 2 ， － 9 → －9 ＜－2

－ 6 ， － 0.5 → －6＜－0.5

－ 4 ， 0，－ 5 → －5＜－4 ＜ 0

－ 3 ，－ 8, 0 → －8＜－3 ＜ 0

鉄則３ 分数どうしは通分し分子で大小関係を比べる（小数になおして比べてもよい）

鉄則４ 分数と小数は，分数を小数になおして大小関係を比べる
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左に行くほど数の大きさは小さくなる 右に行くほど数の大きさは大きくなる

左にある方の数が小さい ＜ 右にある方の数が大きい
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実際に数直線を書いて比べよう！
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